
 

 

  

 
2023 年４月 28 日 

各  位 
東京都中央区東日本橋一丁目 5 番 6 号 
イ ン ヴ ァ ス ト 株 式 会 社 
代 表 取 締 役 社 長  川 路  猛 
（コード番号：7338 東証スタンダード） 
問 合 せ 先 ： 取 締 役  大 村  祐 一 郎 

（TEL 03－6858－7105） 

 

2023年３月期業績と前期実績との差異に関するお知らせ 

 2023 年３月期（2022 年４月１日～2023 年３月 31日）の連結業績につき、前期実績との間に差異が生じまし

たのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．2023 年３月期連結業績と前期実績との差異 

 営業収益 営業利益 経常利益 
親会社株主に
帰 属 す る 
当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

前 期 実 績 （ Ａ ） 

（ 2 0 2 2 年 ３ 月 期 ） 
百万円 

5,158 

百万円 

783 

百万円 

1,047 

百万円 

808 

円  銭 

137．54 

当 期 実 績 （ Ｂ ） 
（ 2 0 2 3 年 ３ 月 期 ） 

6,005 384 381 199 33. 88 

増   減   額（Ｂ－Ａ） +846 △398 △666 △609 ― 

増  減  率 （ ％ ） +16.4 △50.9 △63.6 △75.4 ― 

 

 

２．差異が生じた理由 

当期におきましては、豪州子会社Invast Financial Services Pty Ltd.において、キプロスの現地法人を

中心に欧州の顧客開拓が順調に進んだこと等から、海外金融事業は純営業収益2,734百万円（前期比+41.8％）、

セグメント利益428百万円（同+22.1％）の増収増益となりました。 

その一方で、子会社インヴァスト証券を中心とする国内金融事業は、昨年リリースの新サービス「マイメ

イト」の立ち上がりに苦戦し、顧客基盤の拡大のための獲得コストが先行した結果、純営業収益2,966百万

円（同△4.9％）、セグメント利益34百万円（同△92.3％）の減収減益となりました。 

これらの結果、当期の連結業績は上記のとおり、前期実績との差異が生じております。 

詳細につきましては、本日発表の「2023年３月期 決算短信[日本基準]（連結）」をご参照ください。 

 

 

以上 


